
DisplayPort 1.4/Type-C コンプライアンス／デ
バッグ・ソリューション

TekExpress DisplayPort の DUTパネル

テクトロニクスは、DisplayPort 1.4 と Type-C のコンプラ
イアンス／デバッグ・ソリューション、DisplayPort 1.2 レ
シーバ・ソリューションを提供しています。

DisplayPort 1.4/Type-C コンプライアンス／デバッ
グ・ソリューションの主な特長
HBR2 までのデータ・レートについては 7 時間以内、
HBR3 までのデータ・レートについては 11 時間以内に
完了できる完全自動コンプライアンス・テスト

テスト実施前のインテリジェント・パターン認識

フィクスチャのディエンベッド機能：デフォルトのフィ
ルタ・ファイルを使用するとフィクスチャの影響のディ
エンベッドが可能。SDLA ソフトウェアを使用してカス
タム・フィルタ・ファイルを作成すれば、チャンネル・
モデリングやレシーバ・イコライザーションといった機
能の活用が可能

測定の再現性をサポートする簡易オプション

テスト、レーン、データ・レート、パス／フェイル（合
否）結果に合わせたレポートのカスタマイズが可能

タイマ・ポップアップ機能により、DisplayPort テスト
中のユーザによる介入が一切不要

新しい測定プロットを備えた改良版 TekExpress レ
ポート

1つのアプリケーションで Standard と Type-C の両方
のDisplayPort テストに対応

DisplayPort ハイスピード・トランスミッタ・テストに
完全対応

DUT完全自動化によりハンズ・フリー・テストを実現

1 つの UI で DUT コンフィグレーションを実行できる
優れたユーザ・エクスペリエンス

アルゴリズムの最適化によりテストの確度が向上

オプションの信号検証機能により信号の異常をすばやく
検出

データ解析に役立つ、さまざまなフォーマット
（.mht、.pdf、.csv）に対応したレポート

コンプライアンス（TekExpress）と特性評価テスト
（DPOJET）をサポート

SCPI ベースのプログラム・インタフェース（PI）による
DUTの自動化をサポート

Iron Python を導入した自動化サポートおよびスクリプ
ティング用インタフェースで、ソケット・ベース・プロ
グラミングとリモート・インタフェースに対応

Type-C および標準DP テストの手動テスト・モードと
自動テスト・モードに対応

DPR-100 Aux コントローラ用のスタンドアローン・
ユーティリティをサポート

DUT 波形を取り込んで保存すればオフライン解析が可
能

DisplayPort 1.2 レシーバ・ソリューションの主な特長

VESA DP 1.2b Sink MOI （ Method of
Implementation）に沿ったDisplayPort シンクのキャ
リブレーションおよびコンプライアンス・テストの自動
化

DisplayPort PHY 1.2b CTS によるシンク・ジッタ・ト
レランス・テストに完全対応

ユーザ定義によるジッタ周波数ステップでの自動 DDJ
（ISI）校正およびジッタ・マージン・テスト

さまざまな可変 ISI ハードウェア・ソリューションに対
応

セットアップ、テストの実行、HTMLや.csv フォーマッ
トでのレポートが簡単
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Unigraf DPT-200 DisplayPort AUX チャンネル・リ
ファレンス・ソースと完全統合

ビット・エラー・レート（BER）検証を目的とした
DisplayPort コンフィグレーション・データ（DPCD）
確認を自動化

アプリケーション
テクトロニクスは、コンピュータ・システムや組込みシステ
ム用のDisplayPort シリコンの設計や、DisplayPort 1.4 コ
ンプライアンス・テスト仕様に対するDisplayPort デバイ
スの物理レイヤの適合性の検証に携わるエンジニアのため
の総合的なソリューションを提供しています。

当社の Opt. DP14 アプリケーションは、HDMI や
DisplayPort といった次世代のディスプレイ規格に対
応するよう設計された当社DPO/MSO/DPS 70000 C/D/
DX/SX シリーズ・オシロスコープで実行します。

DisplayPort 1.4/Type-C コンプライアンス
／デバッグ・ソリューション

ソリューションの概要
テストに膨大な時間を要することが、DisplayPort コンプラ
イアンス・テストにおける最大の問題であったため、DUT
の完全自動化が必要とされていました。テストの進行状況
を監視するために、エンジニアは多くの時間をテスト・セッ
トアップの前に費やさなければならなかったのです。さら
に問題を困難にしているのが、DisplayPort と USB Type-
C の統合であり、現在多くのユーザがこの問題に頭を悩ませ
ています。

テクトロニクスのDisplayPort トランスミッタ・テスト・
ソリューションは、Type-C と HBR3 のデータ・レートのテ
ストを統合したテスト・アプリケーションを導入すること
で、この問題を解決しています。DP12 ソフトウェアと
DisplayPort Aux コントローラを組み合わせることで
DisplayPort の物理レイヤのソース・コンプライアンス・テ
ストを自動化し、Standard および Type-C のコンプライア
ンス・ニーズに対応しています。TekExpress ソリューショ
ンは、DPR-100 リファレンス・シンク（Unigraf 社）を統
合することで、テストにおけるユーザの介在が不要になり
ます。エンジニアは、実行するテストを選択するだけでよ
く、テスト実行中は他の業務に専念することができます。

新しいOpt. DP 14 は、DisplayPort 1.4 仕様に関して最高
8.1 Gbps（HBR3）のトランスミッタ・コンプライアンス・
テストに対応しています。このアプリケーションは、
DPR-100 コントローラの制御用として開発された新しい
ユーティリティを使用したセットアップのデバッギングに
も対応しています。

セットアップ／テスト実行の簡素化
DP1.4 自動化ソフトウェアにより、テストのセットアップ
と実行が非常に簡単になっています。各テストに対応した
接続図を見るだけで、接続状態を詳細に把握できます。
TekExpress ソフトウェアのGUI（グラフィカル・ユーザ・
インタフェース）により、設定とテストを直感的に実行でき
ます。テストのセットアップでは、接続図を見ながらテス
ト・システムを接続するのが最も簡単です。ボタンをクリッ
クするだけで、選択されたテストの接続図が表示されます。

DisplayPort Type-C セットアップの概要

Type-C の導入により、USB Type-C 技術のオルタネート・
モードの 1 つとして機能できるようになったことで、
DisplayPort の利用範囲や機能が拡大しています。このこ
とは、Type-C を採用するエンド・ユーザにとっては、大き
な利点となります。ディスプレイ、データ、および電源に関
わるニーズを 1 つの物理的コネクタに集約できるため
です。ここで、テストにおける課題となるのは、同じ物理層
をテストすることで、Type-C コンプライアンスを構成する
3 つの異なる規格に対応しなければならなくなったこと
です。

DisplayPort では、Standard と Type-C の DUTにはいく
つか機能的な違いがあるため、これらのDUTで信号の転送
を行う手順もそれぞれ異なります。ソース DUT で信号の
転送を開始するのに必要なHPD（ホット・プラグ検出）信
号の場合、割り込みベースから Type-C のメッセージ・ベー
スに変更されます。

これは、電源供給仕様に従って、CC（Configuration
Channel）を介して一連の PDメッセージを交換しながら、
Type-C の DUT をデフォルト・モード（USB）から
DisplayPort モードに切り替えることにより行われます。
この場合、セットアップにUSB PD コントローラが存在し
ていなければなりません。このコントローラによってメッ
セージのネゴシエートが行われ、DUTがDisplayPort モー
ドに移行すると、もう 1つのコントローラ（テスト・モー
ド・コントローラ）を使用して制御できるようになり、DUT
のコンフィグレーション（コントロール・データ・レート、
パターン、振幅、プリエンファシスなど）を変更できます。

以下の図に示したテクトロニクスの Type-C セットアップ
では、TekExpress フレームワークを使用して、2つのコン
トローラの自動化と Type-C フィクスチャの統合が行われ
ており、P7313SMA型差動プローブを使用して、4レーン
のDUTの自動化が実現されています。

データ・シート
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DisplayPort Type-C のセットアップ

ML0 信号とML3 信号（つまりピン A10-A11、B10-B11）
のテストを実施するために、推奨 DCブロックをテスト・
フィクスチャの出力に接続します。

DisplayPort トランスミッタ・テストの概要
DisplayPort ソース（トランスミッタ）には、CTS への適
合性の実証に必要なデータ・パターンと信号属性を伝送する
ためのステート制御要件があります。測定範囲を完璧に確
保するためには、以下の属性とパターンを伝送する必要があ
ります。

ビット・レート：RBR、HBR、HBR2、HBR3

データ・パターン：D10.2、PRBS7、COMPEYE、
PLTPAT

FFE（プリエンファシス）：0dB、3.5dB、6dB、9.5dB

出力レベル：400mV、600mV、800mV、1200mV

SSC（スペクトラム拡散）：On/Off

TekExpress コンプライアンス・ソリューションの概要
TekExpress は、Standard および Type-C の DisplayPort
コンプライアンス・テストの自動化をサポートしています。
新たに機能強化された TekExpress DisplayPort アプリ
ケーションは、最新の TekExpress 4.0 フレームワークの機
能を活用することにより、全体的なテスト効率が従来の 3
倍近くも向上しています。

DisplayPort 1.4/Type-C コンプライアンス／デバッグ・ソリューション
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サマリ・テーブルによる詳細なレポート

TP3_EQでの HBR2 データレートのバスタブおよびヒストグラム・プ
ロット

データ解析に関するCSVレポート

トランスミッタのアイ・ダイアグラム測定
以下のスクリーンショットは、アダプティブ・マスクを使用
したDPアイ・ダイアグラム測定の例を示しています。

動的マスク生成機能を使用したアイ・ダイアグラム

仕様に従って、アイ・ダイアグラムは次のマスク・リミット
に適合している必要があります。

アイ・ダイアグラムの幅が、0mVの位置で開いている。

アイ・ダイアグラムの高さ（0mV付近で対称）が、0.375
～0.625UI の範囲で開いている。

測定されたアイは、該当するアイ・マスクと同じサイズか、
大きくなければなりません。

TekExpress アプリケーションは、DPOJET 解析エンジン
を活用して、取り込まれた信号に合わせて動的にマスクを生
成し、水平軸上のアイ開口に基づいて、マスクの位置を自動
的に調整します。垂直座標は最大振幅レベルに合わせてア
イ・マスクに配置されます。

コンプライアンスから特性評価まで
TekExpress ソリューションに加えて、DisplayPort
DPOJET Essentials パッケージも提供しています。これ
は、TekExpress に同梱されており、DUTの特性評価に使
用することで、より詳細な解析が可能になります。DUTが
コンプライアンス・テストのいずれかの部分でフェイルに
なったときに、解析ツールとして活用できるだけでなく、エ
ラーの根本原因を究明するのにも役立ちます。このパッ
ケージでは、TekExpress でサポートされている、シング
ル・アクイジションが必要なすべてのコンプライアンス・テ
ストがサポートされます。ユーザは、それらの測定機能を中
心に自動化スクリプトを構築することで、カスタム・テスト
環境をセットアップできます。

DisplayPort DPOJET Essentials パッケージ

データ・シート

4   jp.tektronix.com



Scope → Analyze メ ニ ュ ー か ら "DisplayPort
1.4 essentials"を実行して、このパッケージを有効にでき
ます。DisplayPort DPOJET 測定ライブラリは、シリコン
の特性評価に役立ちます。このライブラリは、エラーが発生
したときに測定をデバッグする機能も備えています。コン
プライアンス・テストでいずれかのテストがフェイルになっ
た場合には、DPOJET DisplayPort 測定ライブラリを活
用することで、アイ・ダイアグラムのマスク・ヒット・エ
ラーなどのエラーを詳細に調査できます。さらに、プリエン
ファシス・レベルと電圧スイングのテストの関係に注目する
ことで、原因を解析することもできます。このソリューショ
ンは柔軟性を備えており、さまざまな設定での測定の構成、
既存の測定に対するオンザフライの設定変更、シングル
ショット・モードやフリーラン（繰り返し）モードでのテス
ト実施が可能になります。

DPR-100 ユーティリティの紹介
この新しいユーティリティは、コンプライアンス・テストの
実施前にセットアップ接続と DUT 挙動の検証を行うのに
役立つもので、TekExpress DP 1.4 インストーラとセット
で販売しております。このユーティリティでは、
DPR-100 Aux を操作して、データ・レート、パターン、レ
ベルなどといった DUT 設定を変更します。また、
DisplayPort Type-C セットアップの一環として行う
DisplayPort Type-C PD コントローラの制御にも役立ち
ます。

DPR-100 ユーティリティ

SDLA機能
SDLAにより、ユーザはテスト・ポイントを通じたビジュア
ル・プロービングを利用して必要な位置（ディエンベッド／
エンベッド）でデータの調査や可視化を実行できます。ケー
ブル、プローブ、フィクスチャの影響を取り除く（ディエン
ベッド）ことで、より正確な測定結果を得ることができ
ます。ユーザー定義のチャンネル・モデルをエンベッドし
て、リンクの端部で信号をシミュレートすることができ
ます。SDLA を使用すれば、レシーバ・イコライゼーショ
ン、Continuous Time Linear Equalizer（CTLE）、Decision
Feedback Equalizer（DFE）、または Feed Forward
Equalizer（FFE）を用いて閉じたアイを開くこともでき
ます。SDLA は拡張解析機能とモデリング機能も備えてい
ます。DPOJET ジッタとアイ解析の総合周波数と時間領域
プロットを使用すれば、複数のテスト・ポイントの確認およ
び測定が可能となるため、Sパラメータとテスト・ポイント
転送機能を簡単に確認できます。

DisplayPort 1.4/Type-C コンプライアンス／デバッグ・ソリューション
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スイッチ・マトリックスのサポート
DisplayPort のスイッチ・マトリックス（SWX-DP）は
TekExpress DisplayPort アプリケーションに組み込まれ
ているソフトウェア・ソリューションです。このアプリケー
ションは、RFスイッチを使用して行う自動マルチレーン・
テストの校正とセットアップに関するユーザ・エクスペリエ
ンスを簡略化します。

ユーザは DP 1.2/1.4 の仕様に従って差分テストもシング
ルエンド・テストも実行できます。接続を変更する必要がな
いため、テスト時間を大幅に削減できます。

SWX-DP の主な特長：

GPIB/LAN インターフェースでの Keithley スイッチの
自動検出

フィルタ・ファイルを使用したディエンベッド – さまざ
まなディエンベッド・オプション（リレー当たり、入力
当たりなど）

TekExpress と DPOJET（デバッグ・モード）で作動

スイッチ構成の保存と読み出しが可能

ハードウェア書き込み対応の印刷オプションを備えたグ
ラフィック・ビュー

TekExpress レポートとグラフィック・ビューの統合

簡単でエラーが発生しない構成をサポートする内蔵エ
ラー処理機能

XMLファイル編集経由で、レーンやポートなどの入力ラ
ベルのカスタマイズが可能

スクリプトをサポートし、ユーザによる自動化を簡単に
導入できるプログラム・インタフェース

DisplayPort 1.2 レシーバ・ソリューション

DisplayPort シンク・テスト自動化ソフトウェアの概要
当社 BERTScope 向けの DisplayPort シンク・テスト自動
化ソフトウェア（TEK-GRL-DP-SINKSW）は、DisplayPort
物理層コンプライアンス・テスト仕様（CTS）バージョン
1.2 のジッタ・トレランス要件に従ってDisplayPort シンク
（レシーバ）デバイスを対象とした、自動化されたシンプル
で効率的なテスト方法を提供します。

GRL-DP-SINK アプリケーションは、すべてのDisplayPort
データ・レート 1.62Gbps、2.7Gbps、5.4Gbps（RBR、
HBR、HBR2）においてシングル測定とマルチレーン測定を
自動化するもので、70KシリーズのWindows 7 OSベース
のオシロスコープ上で機能します。

テスト自動化ソフトウェアにより、テスト中のユーザ・イン
タラクションが不要になります。BERTScope とリアルタ
イム・スコープ間の校正が自動化され、DisplayPort 1.2b
PHY CTS シンク・コンプライアンス・テスト向けにストレ
ス信号条件が生成されます。

このソフトウェアには独自の DDJ（ISI）校正機能が組み込
まれているため、固定 ISI ボードが不要となり、セットアッ
プに変更を加えることなく（ロング・チャンネル、ショー
ト・チャンネル、チャンネルなしなど）さまざまなテスト・
ケースに対応できます。このソフトウェアは、当社
BERTScope DPP125C + LE320 Variable ISI や Artek
CLE1000-A1 Low Frequency Variable ISI などといった
さまざまな可変 ISI ハードウェア・ソリューションをサポー
トしています。

テスト自動化ソフトウェアとAUXチャンネル・コントロー
ラ（AUX コントロール搭載 Unigraf DPT-200 リファレン
ス・ソース）を併用すると、リンク・トレーニングと BER
バリデーションを自動化できます。マージン・テスト機能に
よりレシーバにストレスを与えてユーザ定義のジッタ周波
数ステップで失敗させることで、レシーバ設計の真の能力を
引き出します。

校正とコンプライアンス・テスト
具体的な詳細については、VESA DisplayPort PHY CTS
Rev. 1.2b および当社のMOI をご参照ください。

レシーバ・テストは校正とコンプイアンス・テストという 2
つのステップで構成されています。

データ・シート
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校正
校正セットアップについては次の図を参照してください。

校正セットアップ

校正の最初のステップとして、次のDUTパラメータの校正
が行われます。

ISI 校正：
仕様どおりに接続されているチャンネルの ISI（DDJ）
を測定するために、ソフトウェアによりDPOJET の
セットアップが行われます。この測定は RBR に対し
ては TP3で、HBRと HBR2 に対しては TP3_Eq で実
施されます。測定した DDJ が仕様の目標値内で
ある場合、ソフトウェアにより合格とレポートされ
ます。
可変 ISI チャンネルを使えば、より簡単にチャンネル
を仕様範囲内に収めることができます。テスト自動
化ソフトウェアは、当社 BSAITS または ARTEK
CLE1000-A2 の可変 ISI ジェネレータの自動制御を
サポートしています。

ランダム・ジッタ：
このステップでは BERTScope の RJ を校正します。
RJ 校正について、パターンはCP_2520（HBR、RBR
の場合は PRBS-7）から 1100へ変化します。

SJ Fixed：
（対象は HBR2 のみ）。SJ_Fixed 校正には 1100 パ
ターンを使用します。

SJ Sweep：
すべての SJ 周波数を校正します。使用するパター
ンは 1100です。

クロストーク：
このステップでは BERTScope の xTalk 振幅を校正
します。BERTScope のクロック出力からの ¼レー
ト・クロックを利用して、信号振幅をCh3～Ch4で
校正します。

Eye-Height：
このステップでは BERTScope の Eye の高さを校正
します。Eye の高さに対するパターンは、コンプライ
アンス・パターン（HBR2にはCP_2520、RBR およ
びHBRには PRBS-7）に戻ります。

CTS コンプライアンスに関するDUTのテスト
テストのセットアップについては次の図を参照してくださ
い：

テストのセットアップ

BERTScope は、RJ、SJ、ISI ジッタの発生により仕様に定
められたストレス・パターンを出力します。エラー・カウン
タは最初にクリアされます。シンク・コンプライアンス・テ
ストが指定時間、実行されます。シンクDUT が Aux 通信
に対応している場合には、指定テスト時間が経過した後、シ
ンクDPCDレジスタを読み取ることでエラー・カウンタを
完全に読み取ります。
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ソフトウェア・テスト・アプリケーションは、シンク・デバ
イスが AUX チャンネルを通じて標準 DPCD に対応して
いる場合にそのシンク・デバイスの自動テストを支援し
ます。このテストには Unigraf DPT-200 Aux コントロー
ラが必要です。テスト・ソフトウェアはリンク・トレーニン
グを実行した上で、選択した周波数でジッタ・トレランスを
実行します。仕様では BER 測定向けのテスト・マトリック
スが定められています。DisplayPort 1.2 の仕様について
は表 4-1 を参照してください。テスト条件がすべて整った
ら、コンプライアンス・レポートが生成されます。

コンプライアンスについて、テスト条件ごとにコンプライア
ンス・テストを実施するのであればこれで十分です。しかし
多くの場合は、設計上のマージンの程度を把握するのに役立
ちます。テスト・ソフトウェアは、テストの最小ビット、最
大エラー、ジッタ・ステップ・サイズ、最小ステップ・サイ
ズを考慮することにより、DUTのマージン・テストを実行
できる機能を備えています。校正プロットとマージン・テス
ト・プロットを生成するプロビジョンもあります。

データ・シート
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仕様

DP 1.4 Standard/Type-C CTS に対応した測定の一覧

3.1 Eye-diagram Testing

3.2 Non Pre-Emphasis Level Verification Testing

3.3 Pre-Emphasis Level Verification Testing

3.4 Inter Pair Skew Test

3.5 Intra-Pair Skew Test

3.10 AC Common Mode Noise

3.11 Non ISI Jitter Measurements

3.12.1 Total Jitter (TJ) and Deterministic (DJ) Measurements

3.12.2 Random Jitter (RJ) Measurements

3.14 Main Link Frequency Compliance

3.15 Spread Spectrum Modulation Frequency

3.16 Spread Spectrum Modulation Deviation

3.17 dF/dt Spread Spectrum Deviation HF Variation

3.18 Dual mode TMDS Clock

3.19 Dual-mode EYE Diagram Testing

8.1 AUX Manchester Channel Eye Test

8.2 AUX Manchester Channel Sensitivity Test

8.5 AUX Inrush Test

物理特性 コンフィグレーション 概要

オシロスコープ DPO/MSO71604C型以上（Opt. DJA、Opt. 5XL、Opt. SDLA64 を

搭載した最新の SXシリーズ・オシロスコープを含む）

4GHz 以上を推奨（RBRの場合）

8GHz 以上を推奨（HBRの場合）

12.5GHz 以上を推奨（HBR2の場合）

16GHz 以上を推奨（HBR3の場合）

プローブ P7313SMA型×4（マルチレーン・テスト用）
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ご注文の際は以下の型名をご使用ください。
ソフトウェアのご発注について
DP1.4 ソフトウェアは、テクトロニクスのオシロスコープのアップグレード・オプションとして、または新しいオシロスコープ購入時の
オプションとしてお求めいただけます。ソース・テストおよびシンク・テストの詳細なテスト機器構成については、当社ウェブ・サイト
（http://jp.tek.com/technology/displayport）をご参照ください。

オプション 概要

DP14 TekExpress DP 1.4 自動コンプライアンス・ソリューション：機器ライセンス

DPOFL-DP14 TekExpress DP 1.4 自動コンプライアンス・ソリューション：フローティング・ライセンス

DPO-UP DP14 TekExpress DP 1.4 自動コンプライアンス・ソリューション：ソフトウェア・アップグレード

DP12/DPOFL-DP12/DPOFT-DP12 下位互換性テスト用 TekExpress DP 1.2 自動コンプライアンス・ソリューション

SWX-DP/DPOFL-SWX-DP/DPOFT-SWX-DP DisplayPort テスト向けスイッチ・マトリックス・オプション

SDLA64 Win7（64ビット）オシロスコープ用シリアル・データ・リンク解析

DisplayPort テスト用の推奨フィクスチャと推奨アクセサリ
オプション 概要

TF-DP-TPA-P 標準DisplayPort プラグ・フィクスチャ

DP-TPA-A DisplayPort Aux コントロール・アダプタ（Wilder Technologies 社）

DPR-100 DisplayPort リファレンス・シンクAux コントローラ（Unigraf 社）

GRL-USB-PD-C1 Type-C 電源供給コントローラ（Granite River Labs 社）

DP-TPC-PCB Type-C プラグおよびコントロール・ボード（Wilder Technologies 社）

PSPL5501A（または同等のDCブロック）（4 n.o） DP Type-C テスト用の推奨DCブロック

DisplayPort テストのホスト・システム・ソフトウェア必須要件
オペレーティング・システム Microsoft Windows 7 64 ビット

ソフトウェア Microsoft Internet Explorer 7.0 SP1 以降

Adobe Reader 7.0、または同等の PDFファイル表示ソフトウェア

Microsoft Excel 2007 または同等のCSVファイル表示ソフトウェア

DisplayPort テストの詳細については、当社ウェブ・サイト（http://jp.tek.com/technology/displayport）をご参照ください。

データ・シート
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DisplayPort シンク・テスト自動化用の推奨ソフトウェアと推奨機器
推奨機器と推奨ソフトウェア

機器／ソフトウェア 概要

ストレス信号ジェネレータ BERTScope BSX125

オシロスコープ DPO/MSO 71254C/DX（またはこれ以上）、Opt. DJAと CTLE フィルタ作成用の SDLA64を

含むこと

自動化ソフトウェア Opt. TEK-GRL-DP-SINKSW

推奨アクセサリ

アクセサリ 概要

Aux コントローラ Unigraf DPR-200（DUT自動化用）

マッチングのとれたペア・ケーブル 5ペア、当社部品番号：174-4944-xx

ISI ジェネレータ Artek CLE1000-A2

フィクスチャ F-DP-TPA-PR、プラグ、レセプタクル・フィクスチャ

DCブロック 2個セット、20 GHz DCブロック

3分割スプリッタ 2個セット、JFW 50PD-292 または同等品

150 ps TTCフィルタ 2個セット

DisplayPort 1.4/Type-C コンプライアンス／デバッグ・ソリューション
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データ・シート

ASEAN／オーストラリア・ニュージーランドと付近の諸島 (65) 6356 3900 オーストリア 00800 2255 4835* バルカン諸国、イスラエル、南アフリカ、その他 ISE 諸国 +41 52 675 3777 
ベルギー 00800  2255 4835* ブラジル +55  (11) 3759 7627 カナダ 1 800  833 9200 
中央／東ヨーロッパ、バルト海諸国 +41 52 675  3777 中央ヨーロッパ／ギリシャ +41 52 675 3777 デンマーク +45  80 88 1401 
フィンランド +41  52 675 3777 フランス 00800  2255 4835* ドイツ 00800  2255 4835*
香港 400 820  5835 インド 000 800  650 1835 イタリア 00800  2255 4835*
日本 81 (3) 6714 3086 ルクセンブルク +41  52 675 3777 メキシコ、中央／南アメリカ、カリブ海諸国 52 (55) 56 04 50 90 
中東、アジア、北アフリカ +41 52 675 3777 オランダ 00800  2255 4835* ノルウェー 800  16098 
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